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　この世に生を受けて一世紀、６月20日に本田ケサヨさん
（杉沢）がめでたく満100歳を迎えられ、二本松市から賀寿、
同じく福島県から賀寿と木杯が贈られました。
　長寿の秘訣について、本田さんは「三食きちんと食べる
こと。乳製品を取ること」だそうです。本田さんのますま
すのご長寿をお祈りします。

木のぬくもりを大切に「二本松市立とうわこども園」
東北建築賞作品賞受賞

第27回岩代ロードレース大会
７部門で８人が大会新記録更新

　６月22日、「二本松市立とうわこども園」が東北建築賞作
品賞を受賞したことを受け、設計者の辺見美津男設計室の
辺見美津男社長と、施工者のヤマニ建設の渡辺英世社長か
ら喜びの報告がありました。
　こども園は絵本「はらぺこあおむし」をモチーフにし、木
のぬくもりを大切にしたデザインとなっており、県建築文
化賞に続いての受賞となりました。

　岩代公民館前をスタート・ゴールに、第27回岩代ロードレース
大会が６月26日に開催されました。0.9～５キロメートルまでの23
部門に、小中学生、一般市民ら約300人が参加し、うす曇りのレー
ス日和のなか、選手たちは心地よい汗を流していました。
　レース中は小雨が降り出す場面もありましたが、７部門で８人
が大会新記録を達成し、上り下りのあるコースを力いっぱい走り
抜けました。

めでたく満100歳
本田　ケサヨさん（杉沢）

▲親子の部は、親子手をつないでゴール

元気よくスタートをする子ども▶
たち（写真右）

沿道からの応援がパワーになりま
す（写真左）

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ▶

特別金利で取扱中です。

ローンセンター（二本松支店となり）
毎週日曜日営業中（午前９時から午後３時まで） 住宅ローンのお借換についてもご相談下さい。

JAふくしま未来

ロ ンセンタ （二本松支店となり）

住宅新築・増改築リフォーム・マイカー購入・教育、ローンのご相談はJAへ。
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　牛のひづめを切り、形を整える技術を競う福島県
牛削蹄競技大会が６月30日、市内エム牧場岳支場で
開かれました。大会には県内の削蹄師６人のほか、
北海道や千葉県などからのオープン参加者を含めた
11人で競われ、武藤稔貴さん（木幡）、高野智徳さん（木
幡）ら上位３人が東北大会出場の切符を手にしました。
　あまり知られていない牛削蹄ですが、削蹄により
安定した立ち方と歩行の確保をすることで、乳牛で
は乳の出る量が増加するなどの効果があります。
　武藤さん、高野さんの東北大会での活躍を期待します。

第29回福島県牛削
さく

蹄
てい

競技大会
牛の健康を維持する職人「削蹄師」

ダートマス大学生が来松
先輩の朝河貫一博士のふるさとを訪問

第69回福島県総合体育大会 県民スポーツ大会県北地域大会
市の代表チームが大健闘

　二本松市出身の世界的歴史学者・朝河貫一博士が卒業
したアメリカ合衆国ニューハンプシャー州ハノーバー町
にあるダートマス大学の学生が来松し、７月８日から10
日まで市内にホームステイし、市民と交流を深めました。
　市役所に表敬訪問した学生たちは、それぞれ日本語で
自己紹介しました。訪問した学生たちに、記念品として
和紙で作った小物入れや名刺入れを贈り、その後、一行
は金色地内にある朝河博士の墓を訪れ、墓石に線香を手
向け、感慨深い面持ちで手を合わせていました。

　県北地域の各市町村の代表が集まる「第69回福島県総合
体育大会 県民スポーツ大会県北地域大会」は７月10日、城
山総合運動広場をメイン会場に行われ、各種目で熱戦が繰
り広げられました。
　壮年ソフトボール、卓球、ソフトテニス、バドミントン、
家庭バレーボール、硬式テニスの計６種目の競技で争われ
た今大会の中で、卓球の「大平卓球愛好会」、バドミントン
の「東和バドミントンクラブ」、硬式テニスの「ノース」がそ
れぞれ見事「優勝」を果たしました。

▲ひづめの外周にヤスリを掛ける武
藤稔貴さん（写真㊦）

▲牛の歩き方を見て削蹄方針を判断
する選手たち

▲卓球の部で優勝した「大平卓球愛好会」のメンバー

やすらぎの丘 全日本葬祭業協同組合連合会加盟

葬儀のすべてのご相談・ご用命は

丸又葬儀社
丸又ふれあい会　会員募集中

有限
会社
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

☎0243－22－5598

フリーダイヤル 0120－03－5598
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８月の講座のご案内８月の講座のご案内８月の講座のご案内８月の講座のご案内
開講日・時間
　８/27㈯10：00～12：00
料　　金：2,800円
申込〆切：各開講日の７日前

【押花Ｔシャツ（１回講座）】 【押花スタンド（１回講座）】

要予約 定員：Ｔシャツ10人、スタンド10人、
　　　和の針刺し12人、はがき･ストラップ12人

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可能な場合も
　ありますのでお気軽にお問い合わせください。

開講日・時間
８/23㈫10：00～12：00
料　　金：2,800円
申込〆切：各開講日の７日前

開 講 日：８/13㈯、19㈮
時　　間：10：00～12：00
　　　　　14：00～16：00
料　　金：500円
申込〆切：各開講日の５日前

【押花和紙はがき・ストラップ・
　　マグネット（１回講座）】【ペットボトルキャップで作る

　　 和の針刺し（１回講座）】
開講日・時間
　８/７㈰、11（木・祝）10：00～12：00
料　　金：600円
申込〆切：各開講日の５日前

自
慢
の

　
逸
品

道の駅「安達」
安達ヶ原ふるさと村
スカイピア にて
好評発売中！

ざくざくレトルト　399円

お問い合わせ ： 道の駅安達（二本松市振興公社）　☎0243-61-3100

　７月３日、4,000人を超えるランナーがエントリーし
た東和ロードレース大会が開催されました。沿道に咲
き始めた約４千本のアジサイが、起伏の激しい名物「地
獄坂」を走るランナーたちの心を癒しました。大会を
支える地域のボランティアの協力が、全国から集まる
ランナーたちを陰で支え、「手作りの大会」といわれる
本大会を盛り上げています。

　油井スポーツ少年団ソフトボール部は、
去る６月４日から５日の２日間、相馬光
陽ソフトボール場を会場に行われた県
総合体育大会ソフトボール競技・スポー
ツ少年団男子の部で、準優勝を果たし
全国大会への切符を手にしました。
　７月11日に児童12人と団長・監督な
どが市役所を訪れ、８月に栃木県で開
催される全国大会に向け、主将の渡邉
陽向くん（油井小６年）は「家族への感
謝の気持ちを忘れず頑張りたい」と力
強く述べてくれました。全国での活躍
を期待します。

第47回東和ロードレース大会
紫陽花ロードを駆け抜ける

油井スポーツ少年団ソフトボール部が全国大会へ出場
道具を大切にし、家族への感謝の気持ちを
忘れず頑張ってきます！

▲東和ロードレース名物の「地獄坂」を懸命に走る選手たち

登り坂を走りきり、▶
親子笑顔でゴール

◀ハーフを完走したラ
ンナーによる、ホノル
ルマラソン抽選会。勝
負は藤田敦史さんとの
じゃんけんぽん！
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初回は相談無料。土曜日も相談対応します。
ホームページをどうぞご覧下さい。
URL http://www.satou-gumi.co.jp

住んでみませんか！
（頑丈で自然災害にも安心）

低 家 賃 宣 言

株式
会社 佐藤組
二本松市表1丁目552 -7

TEL 22－8558

安全・安心・快適！

　安倍晋三首相は７月７日、市内にある旧二本松藩主丹羽家菩提所の大隣寺を訪れ、戊辰戦争の戦死
群霊塔と二本松少年隊の供養塔に献花し、その霊を弔いました。
　今から148年前の1868年（慶応４年・明治元年）７月29日正午前、戊辰戦争における「二本松の戦い」
で、二本松藩は多くの戦死者を出し、二本松城はついに落城しました。兵力の差で敗戦することは誰
もが予想し得た戦いでしたが、信義を貫いた二本松少年隊を始めとする藩士たちの戦いは、他藩には
みられない壮絶な最後でした。
　討幕派と旧幕府軍による戦いであった戊辰戦争で、二本松藩は旧幕府軍として戦いました。一方、
討幕派の主軸であった長州藩は現在の山口県であり、安倍首相ゆかりの地でもあることから、今回の
慰霊は大変意義深い歴史的なものとなりました。

　「二本松市がより元気で明るいまちになって欲しい」
との思いから、震災後に毎年、花の苗を寄贈していた
だいている湯川村の㈱渡部園芸様より、７月12日に今
年２回目となる花苗の寄贈がありました。
　花を寄贈するきっかけとなったのは、震災後の平成
24年、仕事でたびたび二本松市を通る際、特にその年
は雪が多かったため街が寂しそうに見えたことから、
「自分たちの育てた花苗を植えて元気を出してほしい」
と思ったことからでした。それから毎年春と夏の年２
回ずつ市へ花苗を寄贈してくださり、これまでの合計
で57,000ポットになりました。今回いただいた花苗は
「日々草」と「ベコニア」の合計5,000ポットで、安達ヶ
原ふるさと村など市内の公園等に植栽されます。

安倍首相が戊辰戦争戦死群霊塔と二本松少年隊供養塔を慰霊
戊辰戦争戦死者の慰霊と、その意義深さ

花苗5,000ポット寄贈
たくさんの花で街を明るく元気に！

◀戊辰戦争の戦死群霊塔と二本松少年隊の供養塔
に献花後、慰霊された安倍首相

▲大隣寺の石段を上る安倍首相と市長

▲花苗を寄贈いただいた㈱渡部園芸の渡部貞雄社長（左から３番目）
と栽培管理をする娘の絵美さん（同２番目）


